市民意見提出制度（パブリック・コメント）
久喜市マンション管理適正化推進計画（案）に対する意見募集の実施結果
久喜市マンション管理適正化推進計画（案）に対する意見募集を実施したところ、４件の意見が提出されましたので、意見の概要とそれに対する市の考え方を公表します。なお、意見は内容ごとに集約させていただきました。
	意見提出期間
	令和６年２月３日～令和６年３月４日

	意見件数
	３人　４件


○提出された意見の概要及び意見に対する市の考え方等
	番号
	意見の概要
	市の考え方
	計画案への反映

	1
	管理計画の認定を受けるメリットがよくわかりません。推進計画案には、管理計画の認定を受けることで、住宅金融支援機構による共用部分のリフォーム融資の際に金利優遇措置などが適用されるとありますが、それが管理組合にとってどの程度のメリットになるのかが分かりませんので、それを具体的に説明してください。また、それ以外にも、管理組合が時間と労力をかけて、管理計画の認定を受けるための作業を行うことに見合う、どのようなメリットがあるのか、具体的かつ詳細に示してください。
	管理計画の認定を受けることで、適正に管理されたマンションとして市場において評価されることが期待され、また、住宅金融支援機構の各種金利優遇などを受けることができます。ご意見をもとに、計画案を右記のとおり修正します。メリットの具体的な内容について、市ホームページで紹介していきます。
	原案の修正
P12
管理計画認定制度は、適正化法第5条の3に規定され、マンションの管理計画が、久喜市マンション管理適正化指針において定めるマンション管理計画の認定基準を満たす場合に、本市が認定を行う制度です。認定を取得することで、適正に管理されたマンションとして、市場において評価されることが期待され、また、住宅金融支援機構によるマンション共用部分のリフォーム融資の借入金利の引き下げや修繕積立金の積立て債権の利率の上乗せなどの金利優遇措置等の適用を受けられる場合があります。
本制度を通じてマンションの管理適正化が推進されることから、制度の運用を行うとともに、制度について周知します。

	2
	「マンションストック」…一般的に使用している日本語ではない。高齢者にも理解できる、もっと美しい日本語を使用すべき。
	「マンションストック」は、国が定めた「マンションの管理の適正化の推進を図るための基本的な方針」（国土交通省告示第1286号）の中でも使用されていることから原案のとおり使用しますが、「マンションストック」の意味を加えます。
	原案の修正
P1
マンションストック…既存のマンション数

	3
	「管理組合の管理者等」…管理組合は組合員の総意によって運営されるものであり、組合を管理する者という立場は無いのではないか。管理者等または役員という文言もあるので、役員と同義的に解釈するとしても、役員はあくまで組合運営の遂行代表者であって、管理者という言葉では意味が異なってしまう。
	管理者等は、区分所有法やマンション管理適正化法で規定されており、区分所有者から集会（総会）の決議により選任される区分所有者全員の代表者のことを指します。多くの管理組合においては、管理規約で理事長を管理組合の代表者として定め、また、区分所有法による管理者と規定する運用がされています。
	原案どおり

	4
	所有者の高齢化と建物の老朽化。管理組合の役員当番の人手不足。エレベータなしの建物のため、階段の昇降が大変（高齢化のため）。管理費滞納者が存在（1～2年分）、勧告はしています。理事としての役割負担が多い。
	マンションの現状を情報提供いただきありがとうございます。高経年のマンションに共通する部分が多いものと認識しております。市も相談体制を整備するなどマンション管理組合を支援してまいります。
	原案どおり


【問い合わせ】
都市整備課　住宅係
電話0480-22-1111　内線4675
toshiseibi@city.kuki.lg.jp
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